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羅什訳『法華経』の語学的研究
一接続詞“即” “則” “乃” “便”について－
椿正美
0． はじめに






































































































































































































以上、 “即” “則，， “乃，， “便”それぞれの語義や使用条件について、 「法華経」文中の用例を対
象として調査した。何れも順接を示す接続詞であり、 2つの行為や現象の連続関係や因果関係
を強調するという基本的な機能は似ている。 しかし、それらの字義・字形や先行研究の結果等
に基づき、表示機能について更に調査を進めた結果、各語彙の間には微妙な意味上の違いが存
在することも判明した。
例えば、 「法則」の意味が含まれる“則”ならば、前部の内容に後部の内容が後続するに当
たり、その必然性の表示が機能として発揮される。 しかし、字義に滞りのない流れの意味が含
まれる“便”ならば、前部から後部へ内容が何ら妨げもなく継続される状況の表示に重点が置
かれている。従って、 “則”と“便”は、類似した機能を保持してはいるが、用法については微
妙な違いもあると判断された。
もし、読み手が“即'，“則” “乃” “便”が全て同義語であるという印象を抱き、単純に連続関
係の表示という機能のみを重視して用例の解釈を試みた場合、その接続詞が選択された根拠ま
で理解が及ばない可能性は高い。全文に対する正確な解釈を達成するためには、このような接
続詞を使い分ける条件も決して軽視してはならないと思われた。
<注〉
1）各例文の直前には、 「大正新脩大蔵経』 （全83巻,1925年初版，大正新脩大蔵経刊行会）の
中で該当部分が記された巻数と頁数を付した。また､参考として「訓訳妙法蓮華経井開結」 （井
上四郎編輯, 1957年初版平楽寺書店）に見られる書き下し文も例文の直後に掲示した。
2）王力1958:338では、“則”の用法について、同じ接続詞である“而”の用法と比較され、“而”
は〔簡単句〕、 “則”は〔緊縮句〕に適用されると述べられている。
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